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＜連絡事項＞

· 4/7～5/31まで作業療法学生による治療実習が予定されています。

· 受け持ち患者様のID作成が4/6までとなっていますので担当者は忘れずに行ってください。

＜患者様連絡事項＞

· 米田　キノエ様～今日の食事摂取状況（朝：主食1/2のみ、昼：主食全量のみ）と水分摂取状況が悪く、午後千葉良Drへ連絡し点滴処方となっています。唇の色が悪いので1時間毎の酸素飽和濃度の測定を実施してください。93％以下となった場合、当直医に連絡し指示を仰いで下さい。胸部レントゲンを月曜日の朝9：00に下ろしてください。下痢をしているので下剤は止めとなりました。気分安定薬炭酸リチウムが減薬となっています。血圧と精神症状に注意し観察していきましょう。

· 駒木　学様　　～4/6の9：00～17：00外出予定となっています。

· 西舘　美穂子様～4/8～4/11までの外泊予定でしたが4/7～4/11までに変更となり、主治医へ報告しています。間違いのないように気をつけましょう。

· 杉本　光子様　～本日無事に退院されています。

＜新入院患者様ケース検討＞

佐々木　要四郎（ささき　ようしろう）　レビー小体型認知症　男性　８１歳

入院形態：医療保護入院　　主治医：田名部Dr　　指定医：安ヶ平Dr

 平成20年3月8日外出中自宅にて倒れる事があり、八戸市立市民病院へ救急搬送され

る。頭部CTでは異常所見はなく、脱水症を疑われ補液にて症状改善するが家人が不在

の為様子観察目的にて3/10から26日まで当院入院。

　退院後は自宅療養（単身生活、妻様は3/29当院退院後南山苑入所中）していたが、

4月2日に歩行困難にて八戸市民病院を受診。幻視、不穏あり、レビー小体型を疑われ

本日当院に入院依頼あり15：30受診し、東合併症室に医療保護入院となる。

　入院後は穏やかで食事もスムーズに摂取出来ていましたが、準夜から不穏状態となり随時見守りが必要な状態でした。食事状況については、「食べたい」という意思は示すものの「食事を認識していない」「咀嚼が困難」「嚥下のタイミングが合わない」という状況であり、朝食、昼食共にほとんど摂取できていません。主治医に点滴の指示頂き、実施していますが、体動活発で自己抜去頻回にあり、身体管理目的にて、安ヶ平Dr指示にて16：30～身体拘束開始となっています。循環障害に注意して行きましょう。

　主治医診察にて12：30バルーン抜去しています。12時間の排尿確認をして下さい。

平　美奈子様　32歳

　主病名：うつ病

　主治医：安ヶ平Dr

  入院形態：任意入院

　病棟：東Dユニット17号室

　<経過>

　　H19年2月頃、家族関係のストレスから抑うつ状態となり八戸市民病院精神科に通院開始し、同年9月から担当医の開業により、ささクリニックへ通院治療行っていた。症状は安定していたが、H20.2月に後発品に変薬後、不安感が出現。同年3月に入り症状増悪、3/28・30に自傷行為（リストカット）あり、縫合している。（縫合部の抜糸は済んでいるとの事）　本日、家族同伴で受診、入院治療に同意得られた事から東D　ユニットに任意入院となる。

＜入院後の状態＞

昼食は本人が「人前に出るのが怖い」と訴えており、スタッフがホールでの食事を促すが母親が「無理でしょう」と強く拒否されています。そのため自室で食事をしています。リストカットなどの危険行為の可能性が高いため所在確認をしましょう。

薬が15日で無くなりますので15日のリーダーは薬の処方の依頼をお願いします。今日の夜から眠剤1錠処方となっています。

希死的発言や危険行為に注意し、所在の確認を行うと共に、夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。また、面会時の差し入れの確認も十分に行って下さい。













